
   

 

    
   

     

第1回ワークショップが開かれました。 

今回の専門部会から、委員の方々の意見を多くいただくために、ワークショップ形式で行いました。 

既にお知らせしたとおり坂本委員がワークショップの進行を務め、ワークショップに入る前に専門部 

会の目的や役割などについて、再確認するとともにワークショップのルールについて説明がありました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

第 3 号 

平成18年７月 発行 

今小路通り歩行者 

尊重道路専門部会 

ワークショップの進行を務める坂本委員 

□
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ル
ー
ル 

 

ル
ー
ル
① 

○
み
ん
な
で
話
す 

 
 

・
限
ら
れ
た
時
間
内
で
参
加
し
た
全
て
の
方
が

意
見
を
述
べ
る
。
ま
た
、
人
の
意
見
を
聞
け
る

よ
う
に
お
互
い
に
配
慮
す
る
。 

・
一
人
で
話
を
独
占
し
た
り
、
ま
た
一
言
も
話

さ
な
い
こ
と
が
無
い
よ
う
に
心
が
け
る
。 

 

ル
ー
ル
② 

○
み
ん
な
で
共
に
つ
く
り
だ
す 

 
 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
討
論
会
で
は
な
い 

の
で
、
出
さ
れ
た
意
見
へ
の
批
判
・
批
評
は
行

わ
な
い
。 

 
 

・
発
言
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
そ
の
意
見
の
背

景
や
そ
の
人
の
立
場
を
考
え
て
み
る
。 

 

ル
ー
ル
③ 

○
み
ん
な
で
作
業
す
る 

 
 

・
参
加
者
と
し
て
の
役
割
を
認
識
す
る
。 

 
 

 
 
 

「
市
民
・
住
民
と
し
て
出
来
る
こ
と
」 

 
 
 

「
行
政
が
な
す
べ
き
こ
と
」 

・
良
い
雰
囲
気
を
、
み
ん
な
で
作
る
努
力
を
。 

 

専
門
部
会
の
目
的
と
役
割 

○
目
的 

 

・
今
小
路
通
り
歩
行
者
尊
重
道
路
の
実
施
計
画
の
作
成 

 

・
実
施
に
向
け
た
合
意
形
成
へ
の
取
り
組
み 

○
役
割 

 

参
加
者 

実
施
計
画
作
成
と
提
案
（
鎌
倉
市
へ
） 

 

行 

政 

専
門
部
会
へ
の
情
報
提
供 

 
 
 
 
 

提
案
さ
れ
た
計
画
の
実
現
（
事
業
化
） 

○
作
業
予
定 

平
成
十
九
年
十
月
目
途 

 

□
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は 

 

同
じ
目
的
を
持
っ
て
何
か
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
人
々
が
集
ま
り
、
異
な
る
感
性
や
異
な
る
経

験
に
基
づ
く
考
え
方
を
出
し
合
っ
て
、
少
し
ず
つ

自
分
た
ち
の
考
え
方
を
ま
と
め
上
げ
て
い
く
手

法
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
主
な
意
見 

 

歩
行
者
の
視
点 

 

・
六
地
蔵
か
ら
入
っ
て
き
た
車
が
、
歩
行
者
が
少
な
い
と
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
。
ま
た
、

川
喜
多
邸
前
も
、
車
が
少
な
い
時
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
あ
る
の
で
、
ハ
ン
プ
な

ど
速
度
を
落
と
す
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。 

 

・
歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
を
し
た
い
。 

 

・
歩
道
が
十
分
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

・
歩
道
が
無
く
危
険
。 

 

・
六
地
蔵
が
観
光
地
に
な
っ
て
人
が
た
ま
り
交
差
点
が
危
険
。 

 

・
全
体
と
し
て
側
溝
を
歩
道
と
し
て
い
る
。 

 

運
転
者
の
視
点 

 

・
寿
福
寺
の
交
差
点
の
案
内
標
識
が
分
か
り
に
く
く
、
東
京
方
面
へ
向
か
う
車
が
右

折
せ
ず
直
進
し
て
し
ま
う
。 

 
 

交
通
標
識
・
案
内
板
・
ミ
ラ
ー
等
の
改
善
が
必
要
。 

 

・
規
制
標
識
が
分
か
り
に
く
く
、
右
折
禁
止
の
は
ず
が
、
紀
ノ
国
屋
方
向
か
ら
来
た

車
が
小
町
踏
切
方
向
へ
右
折
し
て
し
ま
う
。 

 

・
交
差
点
の
マ
ー
キ
ン
グ
が
ほ
し
い
。 

・
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
が
分
か
り
に
く
い
。

□
今
小
路
の
地
名
の
由
来 

 

 

寿
福
寺
の
東
側
の
路
。
若
宮
大
路

の
西
側
で
、
東
側
の
小
町
大
路
と
と

も
に
平
行
し
て
走
る
道
路
。『
鎌
倉

志
』
で
は
寿
福
寺
門
前
に
あ
る
鎌
倉

十
橋
の
一
つ
勝
の
橋
か
ら
南
行
し
、

東
側
の
巽
荒
神
社
前
ま
で
の
道
路
。 

『
鏡
』
に
は
見
ら
れ
な
い
地
名
で

あ
る
。『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
は

「
扇
ヶ
谷
の
谷
口
よ
り
南
に
馳
せ
、

裁
許
橋
に
至
る
旧
街
の
名
で
、
今
は

寿
福
寺
の
門
前
の
南
を
い
う
」
と
あ

る
。 地

名
の
由
来
は
未
詳
だ
が
、
西
の

大
道
と
し
て
新
た
に
整
備
さ
れ
た

路
の
意
で
あ
ろ
う
。 

今
小
路
の
初
見
は
『
僧
都
記
』、

天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
十
月
条
に

「
扇
ヶ
谷
今
小
路
番
匠
主
計
助
」
と

あ
り
、
主
計
助
が
巽
荒
神
社
を
修
理

し
て
い
る
。 

英
勝
寺
の
木
造
羅
漢
像
に
残
る

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
の
胎
内

背
面
墨
書
銘
に
「
鎌
倉
扇
ヶ
谷
今
小

路
」
と
あ
る
。 

扇
ヶ
谷
一
丁
目
一
三
番
地
付
近

の
発
掘
調
査
で
は
今
小
路
西
側
の

側
溝
と
推
定
さ
れ
る
木
製
側
溝
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。 

出
典 

鎌
倉
地
名
由
来
辞
典 

Ａグループ作業マップ 

 

Ａグループの作業風景 
 

Ａグループの発表の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編
集
後
記 

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
話
し
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー

プ
に
自
治
町
内
会
・
商
店
会
並
び

に
市
民
委
員
の
方
が
均
等
に
分
か

れ
る
よ
う
に
、
く
じ
引
き
に
よ
り

グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
意
見
を
ま
と
め
て
発
表
し

ま
し
た
。 

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
松
島
さ
ん
、
Ｂ

グ
ル
ー
プ
は
酒
井
さ
ん
、
Ｃ
グ
ル

ー
プ
は
奴
田
さ
ん
が
発
表
者
に
な

り
、
グ
ル
ー
プ
の
主
な
意
見
を
的

確
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

各
グ
ル
ー
プ
の
共
通
し
た
意
見

は
、
歩
行
者
に
対
し
て
安
全
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
歩

き
に
く
い
道
路
と
の
こ
と
で
し

た
。 大

き
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
議
論
を
し
な
が
ら
計
画
づ

く
り
を
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、

今
直
ぐ
に
で
も
解
決
で
き
る
問
題

は
、
直
ち
に
取
組
む
と
同
時
に
専

門
部
会
の
活
動
を
多
く
の
方
に
周

知
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。 

活
動
を
周
知
す
る
た
め
に
も
専

門
部
会
ニ
ュ
ー
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

 
Ｂグループの作業風景 

□
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
主
な
意
見 

 

歩
行
者
の
視
点 

 

・
歩
行
者
の
安
全
が
ま
っ
た
く
確
保
さ
れ
て
い
な
い
道
路
で
あ
る
。 

 

・
歩
道
が
狭
く
歩
行
者
同
士
の
追
い
越
し
、
す
れ
違
い
が
出
来
な
い
。 

 

・
平
日
・
休
日
と
も
渋
滞
し
、
安
全
に
歩
け
な
い
。 

 

・
道
路
が
狭
く
、
交
通
規
制
が
ゆ
る
い
。 

 

運
転
者
の
視
点 

 

・
道
路
が
狭
い
た
め
、
対
向
車
と
す
れ
違
う
こ
と
が
出
来
な
い
。 

 

・
路
側
帯
が
両
側
に
あ
る
た
め
、
歩
行
者
が
両
側
を
歩
く
の
で
車
が
通
れ
な
い
。 

 

・
電
柱
が
邪
魔
、
人
の
飛
び
出
し
が
危
険
。 

 

・
道
路
が
狭
い
が
、
一
方
通
行
規
制
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
車
で
走
り
に
く
い
。 

 

・
扇
ガ
谷
踏
切
で
ど
ち
ら
が
優
先
か
分
か
ら
な
い
。 

 

・
観
光
客
が
歩
行
者
天
国
と
勘
違
い
し
て
い
て
車
で
通
れ
な
い
。 

 
 

Ｂグループ作業マップ 

 
Ｂグループの発表の様子 



□
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
主
な
意
見 

 

歩
行
者
の
視
点 

 

・
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
が
長
い
た
め
、
途
中
か
ら
歩
道
に
入
れ
な
い
の
で
、
少
し
開
け
て
お
い

た
ほ
う
が
よ
い
。 

 

・
側
溝
の
ふ
た
が
で
こ
ぼ
こ
し
て
い
る
。 

 

・
電
柱
の
位
置
が
よ
く
な
い
。 

 

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
。 

 

・
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
多
い
。 

 

運
転
者
の
視
点 

 

・
今
小
路
通
り
の
中
央
あ
た
り
に
若
宮
大
路
に
抜
け
る
通
り
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。 

 

・
六
地
蔵
か
ら
御
成
中
学
校
交
差
点
ま
で
歩
道
が
な
く
、
路
側
帯
が
狭
い
、
通
学
時
間
に
生

徒
の
安
全
を
守
る
方
法
が
な
い
か 

 

・
御
成
中
学
校
交
差
点
か
ら
黒
沼
紙
店
へ
抜
け
る
道
路
は
、
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
通
る
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

Ｃグループの作業風景 
 

奴田座長自らが発表するＣグループ 

Ｃグループ作業マップ 

専門部会の傍聴者募集 

第5回今小路通り歩行者尊重道路専門部会は、平成18年8月9日（水）午後6時から鎌倉市役所本庁

舎（2F）全員協議会室で開催します。 

 市内にお住まい、またはお勤めの方なら原則、どなたでも参加できます。今小路通り歩行者 

尊重道路専門部会事務局（交通政策課）までお申し込みください。 

TEL:0467－23－3000（内線2511） 

FAX:0467－23－8520 

E-mail koutsu@city.kamakura.kanagawa.jp 


